
美しい水と緑と風に包まれ

　元気で豊かに光るまち

　目標年度（28年度）の人口を37,500人と予測してい

ます。この将来人口は、香南５町村まちづくり計画の

目標人口と自衛隊立地に伴う隊員の増加を見込んで

予測しています。
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　まちが総合的で計画的な行政を進めていくために、

次の３つの計画で構成されます。

を目指して！

　合併して１年を迎えた私たちのまちは、どんなまちを目指すの

でしょうか。

　合併前につくった「香南５町村まちづくり計画」からいろいろな

課題を検討し、みんなが住んで良かったと思えるまちをつくって

いくための設計図。それが「香南市振興計画」です。

香南市振興計画審議会

　審議会は、市議会議員や公共団体の代表者、

公募で選ばれた人など20人の委員で構成さ

れています。　

　委員は「基本理念」に沿って振興計画の内

容を専門的に審議したり、市民の見地から

検討しました。そして、それぞれの目線で今

の香南市の課題をとらえ、「目指すべきまち

の姿（将来像）」の実現のために「７つの目標」

を定めました。18年度に香南市振興計画審

議会は８回にわたって開催され、委員の意

見でとりまとめられたのが「第１次香南市

振興計画」の基本構想案と基本計画案です。

　平成19年２月27日、野崎会長と栁本副会

長が市長に直接手渡しました。

■基本構想

どんな人がどんなことをするの？

■基本計画

■実施計画

まちの将来像に向けて10年間
の目標を定めています。

５年ごとの主な施策を具体化し　
ます。

向こう３年間の事業実施計画を
毎年更新します。

振興計画は３部構成　
になっています

振興計画基本構想

まちづくりの基本理念

課題を目標に！目指すまちに向かって…

振興計画の土台

美
し
い
水
と
緑
と
風
に
包
ま
れ

　
　
　
　
元
気
で
豊
か
に
光
る
ま
ち

将来像

■
豊
か
な
自
然
を
愛
し
、
山
と
川
と
海
の
き
れ
い
な

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
先
人
た
ち
が
築
き
、
は
ぐ
く
ん
で
き
た
地
域
の
魅

　
力
や
個
性
を
守
り
育
て
、
輝
か
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
を
進
め
ま
す
。

■
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
地
域
の
な

　
か
に
助
け
合
い
、
支
え
合
い
が
あ
る
心
豊
か
な
ま

　
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
市
民
と
行
政
が
互
い
に
協
力
し
合
い
、
地
域
に
活

　
力
を
生
む
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
住
ん
で
い
る
地
域
を
愛
し
、
ま
ち
を
ふ
る
さ
と
と

　
し
て
想
う
心
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　わたしたちのまちは、青い空・碧い海・深い

緑・そして実り豊かな大地に恵まれ、爽やか

な風を感じるまちです。

　この豊かな自然に包まれて、市民一人ひと

りの暮らしの中に幸せを実感できるまちを

創造するためにまちづくりの基本理念を次

のとおり定めました。

　そしてこれは「香南市振興計画」の土台と

なっています。
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　このうち、これから10年間のまちづくりの道し

るべとなる「基本構想」に示した「まちづくりの基

本理念」や「目指すべきまちの姿（将来像）」とそれ

に向けた「７つの目標」などを紹介します。　

　振興計画の基本構想と基本計画は、

市役所本庁市民課（１階）・企画課（２

階）および各支所に用意しています。

また、香南市ホームページからもダ

ウンロードできます。詳しくは

企画課企画統計係　　57-8503へ。

　わたしたちのまちには、少子高齢化にとも

なうこと、コンピューターの普及による高度

情報化によること、また地球温暖化からごく

身近な環境のことなど、さまざまな課題があ

ります。

■南海地震への対策

■海岸の浸食や山林の荒廃などの自然問題

■ごみの減量化や再資源化

■食の安全や生活習慣病

■農・漁業従事者の高齢化と後継者不足

■一人暮らしの高齢者の増加

■引きこもりやいじめ問題

■集落の祭りや習わしの風化

など、審議会で各委員からたくさんの意見が

出されました。

　地方分権への取り組みが進んでいく中で、香南市の財

政は厳しさを増していますが、安心安全でより暮らしや

すいまちづくりのために、この「振興計画」をこれからの

事業に反映させていきます。

　市民と地域と行政が一つにつながって、毎日の生活の

中で一人ひとりが幸せを実感できるまちをつくってい

きましょう。みなさんのご協力をお願いします。

将来人口

まちの課題７つの目標
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